
はじめに

競走馬の体力の向上およびその馬の持つ競走

能力を最大限発揮させるため, 先人たちは種々

努力を行ってきた [１]. 競走馬が速く走るこ

とは関係者やファンにとって喜ばしい事である.

しかし, 薬物を使えばドーピング検査の問題が

あり, その上, 経済的な足かせも加味される.

また, 能力の高い競走馬には運動器の故障が付

いて回り, 丈夫な馬を育てなければならないと

言う命題もある. そこで, 競走馬の健康増進・

維持のために安価で効果が高いサプリメントが

注目されている.

競走馬にサプリメントを与えるとき, 所謂

“一発勝負をかける”といった, 一時的な能力

の向上を求める場合と, シーズンを通して良好

な健康状態を保つことを願って使用される場合

とがある. つまり競走能力を高める, あるいは

競走に目標をおいた調教を十分行える基礎体力

を作るといったことであるが, 要約すると以下

の３点が考えられる.

① 基礎体力・強靭な体力の増強, ② 瞬発

力・ダッシュ力・スピードの上昇, ③ 短期的

にはレース中のスタミナ, 長期的にはシーズン

を通しての持久力の増強などである.

最近では, ヒトのスポーツ医学が競走馬の分

野に応用され, それぞれの目的に応じた競走馬

用飼料添加剤が市販されている [１]. その中

でもアミノ酸サプリメントが筋力・スタミナ増

強に効果があると言うことで多用されつつある.

アミノ酸は, タンパク質を構成する成分で,

我々ヒトを始めすべての動物の体に必要な栄養

素であり, タンパク質を含む食品・飼料には必

ず含まれている.

体内で合成できないアミノ酸は, 体外から摂

取する必要があり, 必須アミノ酸と呼ばれる.

アミノ酸は生体内物質であり, 食品依頼で安全

性が高いばかりではなく, 様々な生理作用を持

ち, それらが徐々に解明されつつある.

このたびアミノ酸配合バランスが優れ, 経済

的にもコストパフォーマンスの高いアミノ酸サ
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プリメントであるアミノレーシング (協和発酵

工業, 東京) を, 競走馬に投与する機会を得,

投与前後の競走成績を比較検討したので, その

概要を報告する.

材料および方法

2004年10月～2006年１月の間に延べ15頭の現

役競走馬にアミノレーシングを投与し, 試験期

間中, 放牧・休養などでデーターとして使用出

来なくなった４頭を除いた11頭を供試した.

投与法として競走日前５～10日間にわたり,

１日１回10～20ｇを飼葉に混ぜて経口投与する

か, １日１回20ｇを連日経鼻投薬した. 競走が

続く競走馬に対しては連続して投与し, 投与期

間は32～234日であった.

結 果

嗜好性に関しては, 総じて良好であった. 飼

葉に混じて食べない競走馬に対しては経鼻投薬

を行い対応した. ただ, 当初食べない馬も少し

づつ増量し慣らしていくと食べるようになり,

結果的にすべての馬で経口投与が可能であった.

全投与例で投与中及び投与後も, 食欲及び糞

便・尿の性状を始め肉眼的観察による全身状態

に何等の異常も認められなかった. 投与により

疲労の回復が早まり, 馬がいらいらする事が少

なくなり, 落ち着いた状態が多くなったため,

順調な調教が行えるようになった. アミノレー

シング投与前後の体重も比較したが, 有意な差

は認められなかった.

アミノレーシング投与前・投与後の競走成績

を比較するために, 前後の入着率 (５着までに

入る率)・連対率 (２着までに入る率)・勝率を

それぞれ算出し, 11頭の平均で表示した.

投与前に比べ投与後は入着率55％が82％に・

連対率で29％が49％に・勝率は24％が33％にと

共に上昇し, 競走成績の向上が認められた.

考 察

一般的な食べ物および飼料に含まれるアミノ

酸は, 蛋白質の構成物質であり, 普段に摂取し

ている栄養素の一つである. アミノ酸は最近の

研究により各々が生理活性作用を有する事が解

明されつつあり, 特にアスリートとしての競走
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馬番号 投与前の成績 投与後の成績 投与終了後の成績
１号馬 外外外外 ２１５４２１１３１ ４２４４外４外４
２号馬 外１外５ ３外５外外外２５外外４外 外５外外５外５外
３号馬 ３５２２ 外４４１３１
４号馬 １３１４ 外３５１３１ ５外４４外
５号馬 外５５４４ １外４１外
６号馬 外３外５２ 外５２４５ ５外外外外外
７号馬 ２１１ １２外４１１外５１ 外５３３
８号馬 外１外外外 ２２３２外２１２５１２５１ 外外４４３
９号馬 １１１１ １１１１２
10号馬 外外 ３５１１１ ３外５外
11号馬 外外 外４３３５

(外は６着以下の意味)

表１ 投与前後における競走成績

入着率 連対率 勝率
投与前 55 29 24
投与後 82 49 33 (％)

表２ 投与前後の入着率・連対率・勝率



馬にとっては筋肉の増強・筋の疲労回復・エネ

ルギー効率の向上など特記される有利な作用が

多い.

今回, 盛岡競馬場に繋養されている現役競走

馬に, アミノレーシングをレース前に経口投与

し, 投与前後の競走成績を比較検討した結果,

嗜好性は総じて良好で飼葉に混じての経口投与

が容易であり, また簡単に水に溶ける事から経

鼻投薬による確実な投与が可能であった. 全投

与例で投与中及び投与後も, 食欲を始め全身状

態に何等の異常も認められなかった. アミノレー

シングを始めアミノ酸製剤は体脂肪の燃焼に有

効に働く作用が有ることが知られている [２]

ので, 投与前後の体重も比較したが, 有意な差

は認められなかった.

投与試験中に厩舎サイドから, 『毛艶が良く

なる・スタミナがつく・馬が落ち着く・馬体に

ハリが出る・気合の入りがいい・ハミがかりが

良い・コズミが少ない・調教がスムーズに出来

る・疲れにくい・レース及び調教後の回復が早

い』 等の声が聞かれた. このことはアミノレー

シングの構成成分であるアミノ酸のバリン, ロ

イシン, イソロイシン, グルタミン, オルニチ

ンなどの生理活性作用である, タンパク質合成

促進作用 [３－６], タンパク質分解抑制作用

[７], 筋肉損傷抑制作用 [８], 乳酸産生抑制

作用 [９], 運動時の集中力向上作用 [10], 肝

機能改善作用 [11]. 消化管での主要なエネル

ギー源としての作用 [12] などが効果的に作用

したものと考えられた. また, 製品の賦形剤と

して添加されているトレハロースは, 天然甘味

料として古くから存在し, 消化されると２個の

グルコースに分解され体内に吸収される. トレ

ハロースは疲労回復にはもちろん, スタミナや

短期間の持久力に役立つ糖類であり, アミノ酸

と混合された時にアミノ酸との相性も良く, 製

品としての安定性に優れ, 嗜好性の向上にも寄

与したものと考えられた.

また, アミノレーシング投与直後の成績は良

くても, その後悪くなる例があることから, 継

続して投与する事も必要であると考えられた.

一方, 競走馬の特殊事情として, レース時の

体調の良し悪しはもちろん, 故障の程度・クラ

ス別・出走日の天候や馬場状態・距離・枠順・

どのジョッキーが乗るか・レース展開など, そ

の他の条件が競走結果に反映される事もあり,

今後, 効果・成績を比較する場合, その方法を

検討する必要があると考えられた.
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アルカリフォスファターゼ染色による犬骨肉

腫と他のビメンチン陽性腫瘍の鑑別

Barger A, Graca R, Bailey K, Messick J,

de Lorimier LP, Fan T, Hoffmann W (イ

ノリイ大学) Vet Pathol, 42：161-165 (2005)

いわゆる溶解骨病変に対する吸引生検は,

原発性骨腫瘍の初期評価として優れた診断検

査方法である. しかし, 細胞学的に骨肉腫と

繊維肉腫, 軟骨肉腫, 滑膜細胞肉腫, 形質細

胞骨髄腫など他の骨腫瘍との鑑別は困難であ

る. この研究目的は, アルカリフォスファター

ゼ (ALP) 染色による骨肉腫と, 免疫細胞

化学または免疫組織化学染色でビメンチンを

示す他の腫瘍との鑑別の感受性と肝臓, 腸,

胎盤, 骨など複数の組織に存在する加水分解

酵素である. 仮定としては, 活動的に骨を産

生する腫瘍は, ALP染色で特異的に陽性に

なるはずである. 無染色の細胞標本がニトロ

ブルーテトラゾリウムクロライド/５－ブロ

モ－４－クロロ－３－インドリルフォスフォ

ネートトルイジン塩－フォスファターゼ溶液

で８－10分間浸染された. 陽性反応は細胞の

膜を灰色から黒に変色させる. サンプルは細

胞が保たれているかどうか判定するため, ロ

マノフスキー染色で対比染色された. 合計61

のビメンチン陽性腫瘍は, 組織病理学的に確

定診断された. ビメンチンを発現しALP陽

性の腫瘍は, 33例の骨肉腫, １例の骨の多葉

性腫瘍, １例のメラニン欠乏性黒色腫, １例

の軟骨肉腫であった. ビメンチンを発現し

ALP陰性の腫瘍は, 軟骨肉腫 (４例中３例),

多発性線維肉腫, 多発性滑膜細胞肉腫であっ

た. 本試験の感度は100％, 特異性は89％で

あった. 結論として, ALPは骨肉腫の診断

で高い感度を持つかなり特異的なマーカーと

思われる.
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